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▲次世代超高温ボルト鋼材�

　本モデル化で開発した新材料は、クリープ強度、強度特性、

材料の均質性の確保、及び加工性の確保について目標を満

足するものであった。特に耐熱ボルト鋼として重要な材料

特性であるクリープ強度では、現有材と比較して耐熱温度が約10℃向上した。また、実用性

評価の結果、実用上ボルトとして重要な４万時間後の残存締付け力は、高温の630℃でも保持

しており、耐熱ボルトとして良好な特性を保持していた。�

▲粒界の透過電顕組織�


